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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期
第３四半期
累計期間

第87期
第３四半期
累計期間

第86期

会計期間

自平成23年
６月１日
至平成24年
２月29日

自平成24年
６月１日
至平成25年
２月28日

自平成23年
６月１日
至平成24年
５月31日

売上高（千円）
    

15,752,492

    

12,556,553

    

20,973,288

経常利益（千円）    1,467,467   557,391    1,902,845

四半期（当期）純利益（千円）     823,324    331,592    1,042,813

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
    －     －     －

資本金（千円）     1,150,000    1,150,000    1,150,000

発行済株式総数（千株）     19,164    19,164    19,164

純資産額（千円）
    

18,171,429

    

18,419,859

    

18,359,261

総資産額（千円）
    

24,307,412

    

22,961,541

    

24,791,678

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
    43.00     17.32     54.46

※潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額（円）
    －     －     －

１株当たり配当額（円）     10.00     7.50     25.00

自己資本比率（％）     74.76     80.22     74.05

　

回次
第86期
第３四半期
会計期間

第87期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
12月１日
至平成24年
２月29日

自平成24年
12月１日
至平成25年
２月28日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
    11.53     6.22

　（注）１．※当社は、潜在株式がありませんので、数値を記載しておりません。

　　　　２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は、記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1）業績の状況

  当第３四半期累計期間における世界経済は、米国経済において緩やかな回復傾向があるものの、欧州の金融不安が

長期化し、これまで世界経済を牽引してきた中国等の新興諸国においても経済成長の減速傾向が認められ、また、中

東の地政学的リスク等もあり、先行きの見通しは、依然として不透明な状況であります。

  わが国経済は、復興需要に加え、新政権の経済対策への期待感、為替の円安傾向を背景として緩やかな回復の動き

が見られたものの、世界経済の減速懸念もあり、先行きの見通しは、予測しがたい状況にあります。

  このような経営環境にあって当社は、国内・国外の造船所等に積極的な営業活動を展開しました。また、ガスター

ビン用バルブの受注にも積極的に取り組み、幅広く顧客訪問することにより、既存の発電プラントの整備用バルブや

メンテナンス関連の部品の受注にも注力いたしました。しかしながら、競争激化による受注価格の低下や造船市況の

低迷による影響は大きく、受注、生産並びに利益率のそれぞれにおいて予想していることとはいえ厳しい環境にあり

ます。

  当第３四半期累計期間における受注高は、１２，０７８百万円（対前年同期比１１．６％減）となり、１，５９０

百万円前年同期を下回りました。品種別に見ますと、自動調節弁６，２４９百万円、バタフライ弁３，１６５百万円、

遠隔操作装置２，６６３百万円となり、対前年同期比では、それぞれ２３５百万円減、５３６百万円減、８１８百万円

減で主に船舶関連の受注低迷が大きく影響した結果となりました。

  売上高では、１２，５５６百万円（対前年同期比２０．３％減）となり、３，１９５百万円前年同期を下回りま

した。品種別では、自動調節弁６，４９１百万円、バタフライ弁３，４０２百万円、遠隔操作装置２，６６１百万円

となり、自動調節弁については前年同期を上回りましたが、バタフライ弁、遠隔操作装置については前年同期を下回

る実績となりました。また、輸出関連の売上高は、前年同期を８７４百万円下回る２，５０７百万円にとどまりまし

た。

  この結果、当第３四半期累計期間末の受注残高は期首に比べて４７７百万円減の１０，６１５百万円となりまし

た。

  利益面におきましては、主に船舶関連の受注採算の悪化のなか、経常利益は５５７百万円（対前年同期比６２．

０％減）となり、四半期純利益では３３１百万円（対前年同期比５９．７％減）となり、いずれも前年同期を下回

りました。

  なお、当社はバルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、上記業績についてはセグメ

ント別に代えて品種別に示しております。

  

(2）財政状態の分析

  当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ１，８３０百万円減少の２２，９６１百万円となりま

した。

  これは、現金及び預金が１，３２６百万円、売上債権が１，６１４百万円、棚卸資産が１８９百万円、有形固定資産

が１６７百万円、無形固定資産が６０百万円、投資有価証券が７６１百万円それぞれ減少しましたが、有価証券が

２，３５２百万円増加したこと等が主要な要因であります。

  負債の部では、仕入債務が１，２１３百万円、賞与引当金が１１９百万円、未払法人税等が３６１百万円、退職給付

引当金が６８百万円それぞれ減少したこと等により、前事業年度末と比べ１，８９０百万円減少の４，５４１百万

円となりました。

  純資産の部では、四半期純利益による利益剰余金の増加が３３１百万円、その他有価証券評価差額金が９８百万円

となったことにより、配当金の支払があったものの、前事業年度末と比べ６０百万円増加の１８，４１９百万円とな

りました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第３四半期累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。また同期間に

おいて、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

  

(4）研究開発活動

  当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、２３，７８５千円であります。

  なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

  また、当社は、バルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付け

て記載はしておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,164,000

計 76,164,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年４月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,164,000 19,164,000
大阪証券取引所

（市場第二部）

　単元株式数は

　1,000株であ

　ります。　

計 19,164,000　 19,164,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年12月１日～　

　　　平成25年２月28日

  　　　　　　　

－ 19,164 － 1,150,000 － 515,871

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

　     ①【発行済株式】

 平成24年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     17,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,086,000  19,086 －

単元未満株式 普通株式     61,000 －         －

発行済株式総数 19,164,000 － －

総株主の議決権 － 19,086 －

　       

②【自己株式等】

 平成24年11月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱中北製作所

大阪府大東市深野

南町１番１号
17,000 － 17,000 0.09

計 － 17,000 － 17,000 0.09

　（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は18,536株、その発行済株式総数に対する所有割合は

      0.10％であります。　　　　　　　

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年12月１日から平成25年

２月28日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、公認会計士西納　功氏並びに優成監査法人による四半期レビューを受けております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,624,099 3,297,277

受取手形及び売掛金 7,860,186 6,245,259

有価証券 499,688 2,851,877

商品及び製品 1,062,010 983,873

仕掛品 1,452,882 1,441,577

原材料及び貯蔵品 1,541,270 1,440,741

その他 836,565 901,128

貸倒引当金 △39,470 △31,390

流動資産合計 17,837,233 17,130,345

固定資産

有形固定資産

土地 1,551,106 1,551,106

その他（純額） 2,130,653 1,963,381

有形固定資産合計 3,681,759 3,514,487

無形固定資産 110,834 50,790

投資その他の資産

投資有価証券 2,796,310 2,034,798

その他 368,035 233,429

貸倒引当金 △2,496 △2,309

投資その他の資産合計 3,161,849 2,265,918

固定資産合計 6,954,444 5,831,196

資産合計 24,791,678 22,961,541

負債の部

流動負債

支払手形 204,820 145,430

買掛金 3,031,426 1,877,228

賞与引当金 237,000 117,500

製品保証引当金 125,000 106,250

未払法人税等 361,678 －

その他 392,254 286,892

流動負債合計 4,352,179 2,533,302

固定負債

長期借入金 1,850,000 1,850,000

退職給付引当金 117,607 48,876

役員退職慰労引当金 48,730 45,160

資産除去債務 34,830 35,274

その他 29,069 29,069

固定負債合計 2,080,237 2,008,380

負債合計 6,432,416 4,541,682
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,150,000 1,150,000

資本剰余金 1,479,586 1,479,586

利益剰余金 15,799,744 15,700,544

自己株式 △8,603 △9,041

株主資本合計 18,420,728 18,321,090

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △61,467 98,769

評価・換算差額等合計 △61,467 98,769

純資産合計 18,359,261 18,419,859

負債純資産合計 24,791,678 22,961,541
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

売上高 15,752,492 12,556,553

売上原価 13,053,248 10,918,159

売上総利益 2,699,244 1,638,394

販売費及び一般管理費 1,341,856 1,211,401

営業利益 1,357,387 426,993

営業外収益

受取利息 29,962 36,473

受取配当金 24,109 24,261

不動産賃貸料 55,168 60,233

為替差益 7,133 8,476

雑収入 11,369 15,521

営業外収益合計 127,742 144,966

営業外費用

支払利息 14,718 13,473

雑損失 2,945 1,094

営業外費用合計 17,663 14,567

経常利益 1,467,467 557,391

税引前四半期純利益 1,467,467 557,391

法人税等 644,143 225,799

四半期純利益 823,324 331,592
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　　当社は法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した有形固定資産につ

　いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　　なお、これにより損益に与える影響は軽微であります。　

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

  　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

　実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

　す。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　　　　受取手形裏書譲渡高

　
前事業年度

（平成24年５月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年２月28日）

受取手形裏書譲渡高　 32,495千円 32,219千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自  平成23年６月１日
至  平成24年２月29日）

当第３四半期累計期間
（自  平成24年６月１日
至  平成25年２月28日）

減価償却費 337,288千円 309,131千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成23年６月１日　至平成24年２月29日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年８月26日

定時株主総会
普通株式 382,938 20.0 平成23年５月31日 平成23年８月29日利益剰余金

平成24年１月10日

取締役会
普通株式 191,469 10.0 平成23年11月30日 平成24年２月３日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成24年６月１日　至平成25年２月28日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年８月29日

定時株主総会
普通株式 287,197 15.0 平成24年５月31日 平成24年８月30日利益剰余金

平成25年１月11日

取締役会
普通株式 143,595 7.5 平成24年11月30日 平成25年２月８日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（デリバティブ取引関係）

　　　　記載すべき事項はありません。

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、バルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載は省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成25年２月28日）

   １株当たり四半期純利益金額 43円00銭 17円32銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 823,324 331,592

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 823,324 331,592

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,146 19,146

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　 平成25年１月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………143,595千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………7円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年２月８日

（注）平成24年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行いました。　　

 

EDINET提出書類

株式会社中北製作所(E01649)

四半期報告書

12/14



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

                                                                                          平成25年４月８日

株式会社中北製作所

取締役会　御中

 
 公認会計士　西納功事務所

 

　　
　  公認会計士　 西納　　功　　　　   印

 優成監査法人

 
　 指定社員

 業務執行社員　
 公認会計士 加藤　善孝　　　　   印

 
　 指定社員

 業務執行社員　
 公認会計士 本間　洋一　　　　   印

  私並びに当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

中北製作所の平成24年６月１日から平成25年５月31日までの第87期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年12月１日

から平成25年2月28日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

  私並びに当監査法人の責任は、私並びに当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。私並びに当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私並びに当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

  私並びに当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中北製作所の平成25年２月28日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

利害関係

会社と私並びに当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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